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1. 本研究の目的  

	 本論文は、社内コミュニケーションにおける「発言の

しづらさ」などの人間関係によって生じるヒューマン・

コミュニケーションロスに主眼を置いたものである。ま

た、本研究の目的は、ヒューマン・コミュニケーション

ロスの解消を目的とした「フラット型チャットツール」

の有用性を評価することにある。ヒューマン・コミュニ

ケーションロスが生じる大きな要因となっているヒエラ

ルキー型のコミュニケーション形態を解消し、フラット

型へ移行する手法について提起した。 
 

2. 社内コミュニケーションにおける課題  
本論文では、社内コミュニケーションにおける発言に

しづらさに着目した。この発言のしづらさは、自分の発

言に対する上司からの評価や、他の人に目線などを意識

してしまうことを要因と考えた。こういった「人間関係

によって生じる発言のしづらさなどのコミュニケーショ

ンロス」を本論文では、ヒューマン・コミュニケーショ

ンロスと定義した。 

 

3. ヒューマン・コミュニケーションロスの要因  

	 ここでは、コミュニケーション形態を分類し、事前調

査によってヒューマン・コミュニケーションロスの要因

を明らかにする。 
3.1 コミュニケーション形態の分類  
ヒューマン・コミュニケーションロスの大きな要因の

１つとして、コミュニティ内に形成されるヒエラルキー

が考えられた。ここで、本論文ではコミュニケーション

の形態として以下に大別した。 

 

a) ヒエラルキー型コミュニケーション 
b) フラット型コミュニケーション 

 

ヒエラルキー型コミュニケーションを、「社内の役職によ

って形成されるヒエラルキーが含まれたコミュニケーシ

ョン。または、役職の観点ではフラットな関係ではある

が政治的に生じてしまう上下関係が認識されたコミュニ

ケーション」と定義をし、フラット型コミュニケーショ

ンを、「ヒエラルキーが含まれないコミュニケーション」

と定義をした。コミュニケーションの形態をヒエラルキ

ー型からフラット型に移行することでヒューマン・コミ

ュニケーションロスを解消することができると仮定し、

事前調査を行った。 

3.2 事前調査の概要と結果  
事前調査の目的は、ヒューマン・コミュニケーション

ロスを解消するためにアプローチとしてヒエラルキー型

からフラット型のコミュニケーションへの移行が正当か

どうかを検証することである。以上の事を検証するため

のアンケートを作成し、２０代の男女を対象に調査を行

った。 
結果として、コミュニケーションをする相手が上司や

先輩、後輩によって発言のしづらさが変わると答えた人

は全体の 9.9 割存在することが分かった。また、自分が
発言することに対してリスク(不安)を感じると答えた人

は全体の８割存在するこが分かった。 
考察として、ヒエラルキー型コミュニケーションが発

言のしづらさに繋がっていると言える。また、発言のし

づらさを引き起こす直接的な要因は、他者からの評価の

目であると言える。事前調査により、ヒエラルキー型か

らフラット型のコミュニケーションに移行することが、

本研究の目的を達成する要素であると言える。 
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4. コミュニケーションロスの解消事例  

	 次に、ヒューマン・コミュニケーションロスの解消事

例として、Horacracy[1] (以下、ホラクラシーと記す。)	 と
いうマネジメント方法と匿名性コミュニケーションの２

つをあげる。 

4.1 ホラクラシー  
ヒューマン・コミュニケーションロスを解消した１つ

の目の事例として Horacracy[1] (以下、ホラクラシーと記
す。) という組織マネジメント方法をあげた。ホラクラ

シーでは、社内に形成されるヒエラルキーを取り除くこ

とでオフィス政治を無くし、より効率的なコミュニケー

ションや意思決定を行う事を目的の１つとしている。 

4.1.1 ホラクラシーの特徴 
ホラクラシーの組織形態は、サークル状である。１つ

の目的に対して小さな１つの円型の組織が形成される。

円型の組織の中では役職は存在せず、代わりに役割が当

てられる。役職を設けないことで組織内では上下関係が

存在しない。このようにヒエラルキーを取り除くことで、

組織内ではフラット型コミュニケーションを実現し、ヒ

ューマン・コミュニケーションロスの解消を実現してい

る。 

 
図１ ホラクシーの組織図 

 
4.1.2 ホラクラシーの課題 

ヒューマン・コミュニケーションロスの解消事例とし

てホラクラシーをあげたが、この組織マネジメント方法

には課題も存在する。それは、従来のヒエラルキー型の

組織形態から、ホラクラシーによる組織を形成すること

が難しいという点だ。ホラクラシーを導入し、役職を形

式的に取り除いた場合でも、個人から受ける印象を変え

ることは難しいからだ。また、フラットな環境でも時間

の経過と共にヒエラルキーは自然発生してしまうという

事も課題としてあげた。 

4.2 匿名性コミュニケーション  
ヒューマン・コミュニケーションロスを解消した２つ

目の事例として匿名性コミュニケーションをあげる。 

4.2.1 匿名性コミュニケーションの特徴 
	 匿名性コミュニケーションとは、「２ちゃんねる」など

に代表される発言者の名前を隠した状況下でのコミュニ

ケーションを示す。先行研究により、「無名的な匿名性に

よるコミュニケーションにおいては個人を識別すること

ができないので、対人関係の構築を不要にする。２ちゃ

んねるは常連と新参者の区別や対人関係が基本的に存在

しない。」[2] と論じられており、ヒエラルキーが取り除

かれたコミュニケーションを実現していると言える。 
4.2.2 匿名性コミュニケーションの課題 

	 ヒエラルキーを取り除いたコミュニケーションを実現

している匿名性コミュニケーションだが、課題も存在す

る。先行研究では、「相手の性別、年齢、風貌、地位など

の社会的手がかりが得られない匿名性の高いコミュニケ

ーションにおいては、しばしば意見の極化や誹謗中傷な

どのフレーミングが起こる」[2] と指摘されている。 

 

5. フラット型チャットルーツの提案  

	 ホラクシーの参考事例から、社内に形成されるヒエラ

ルキーを取り除くことがヒューマン・コミュニケーショ

ンロスを解消する方法として有効であることを示した。

また、匿名性コミュニケーションがヒエラルキーを取り

除く方法として有効であることを示した。これらを踏ま

えて、ヒューマン・コミュニケーションロスの解消を目

的としたフラット型チャットツールの提案をする。 

 

図２	 フラット型チャットツールの作用図 

 
5.1 フラット型チャットツールの特徴  
フラット型チャットツールの概要として以下の４つを

あげる。 
 

1) リアルタイム性チャットツールである 

2) 目的毎にルームと呼ばれるチャットグループを作
成する 

3) ルーム内では匿名性にてコミュニケーションが行
われる 

4) 目的が達成されたらルームは消滅する 

 
また、ツールの大きな特徴として、限定的な匿名性とコ

ミュニティの一時性をあげる。 

5.1.1 限定的な匿名性 
提案するツールにはフラット型コミュニケーションを

実現するために限定的な匿名性を採用した。限定的な匿

名性とは、「２ちゃんねる」のように、完全に他者情報を

得ることができない環境ではなく、個人までは特定でき

ないが、オフィス内の誰かではあるという「従属情報」



[3] は把握できる状況下での匿名性のことを示す。先行研

究では「他者の従属情報は、効果は弱いものの、コミュ

ニケーション中の不安感を提言させ、発言量を促進する」
[3]と論じている。これにより、完全な匿名性よりも従属

情報を示した限定的な匿名性のコミュニケーションは発

言量が増すと考えられる。また、「２ちゃんねる」など完

全な匿名性での課題としてあげた、誹謗中傷などのコミ

ュニケーションの質の劣化も解消されると仮定した。 
5.1.2 コミュニティの一時性 

	 ホラクシーの課題として述べた、ヒエラルキーの自然

発生を防ぐために、コミュニティの一時性を採用した。

コミュニティの一時性とは、目的が達成されたルームは

消滅する機能に反映されている。これによって、時間の

経過により自然発生するヒエラルキーを解消できると仮

定した。 

5.2 プロトタイプの作成と実装方法  
提案したフラット型チャットツールの有用性を検証す

るため、プロトタイプを作成した。プロトタイプを作成

するため、プログラミング言語 Ruby を使用し、Web ア
プリケーションフレームワークである Ruby on Railsを用

いて作成した。またサーバーは Heroku が提供する PaaS 
(Platform as a Service)を使用し、チャット機能を実装する

ために PUSHERというサービスを用いてリアルタイム通

信を可能にした。 

 
図３ プロトタイプのアーキテクチャー 

 

 

図 4 プロトタイプのインタフェース 

 

6. ツールの評価実験  

この実験の目的は、提案したフラット型チャットツー

ルが発言のしづらさを解消し得るかを検証することであ

る。これまで述べてきた通り、発言のしづらさなどのヒ

ューマン・コミュニケーションロスはヒエラルキー型コ

ミュニケーションによって生じることが分かった。提案

したツールでは、ヒエラルキーが形成された社内におい

て一時的にヒエラルキーを取り除き、フラット型コミュ

ニケーションを実現する環境を提供する。被験者にツー

ルを使ってもらい、「発言のしづらさ」を改善することが

できるかを検証する。 
この実験は、比較実験によってツールの有用性を評価

する。比較人のフローは以下の通りだ。 
 

1) 実名制の既存のチャットルーツにて議論を行う 

2) 提案したツールにて議論を行う 
3) 以上の２つのツールにて個人の発言回数を定量的

に比較する 

4) アンケートにてツールに対する印象を評価する 
 

	 上記のフローにより、フラット型チャットツールの有

用性を個人の発言回数を定量的に計測し、ツールから受

ける印象を定性的に計測する。 

 

7. 実験結果  

7.1 個人の発言回数の推移  
実験結果により、１０分間の議論の中でフラット型チ

ャットツールを用いた時の発言回数は、既存の実名制の

それと比べ、平均で 5.2回上昇した。 
7.1 ツールに対する印象  
フラット型チャットツールから受ける印象をアンケー

トによって調査した。その結果、フラット型チャットツ

ールを使ってみて発言しやすいと感じた人は全体の６割

存在した。その他３割は発言のしやすさは変わらないと

回答し、残りの１割は発言しづらくなったと回答した。 
また、上記の質問で発言しやすいと答えた人の中で、

自分の発言が他者から特定されないことが発言のしやす

さに繋がったと答えた人は全体の８割存在した。 

ツールに対する印象を自由形式で問う項目では、「立場

を気にしなくて良い」「先輩の意見という事を気にせず発

言できる」「気兼ねなく話すことができる」という回答が

あった。一方で、「匿名性が故に発言と発言との関係性を

捉えにくい」という結果も得た。 
 

8. 考察  

	 発言回数の定量的な計測結果より、既存の実名制のチ

ャットツールに比べ、フラット型チャットツールでは発



言のしづらさを軽減できたと言える。 

	 また、印象評価の結果から「立場を気にしなくて良い」

「先輩の意見という事を気にせず発言できる」という回

答があった。これは、フラット型チャットツール内の環

境では社内に形成されたヒエラルキーを取り除くことが

でき、フラット型コミュニケーションを実現することが

できたことを示している。 

	 以上より、発言のしづらさなどのヒューマン・コミュ

ニケーションロスを解消する方法としては、ヒエラルキ

ー型からフラット型のコミュニケーションに移行すると

いう方法が有効であることが言える。またフラット型コ

ミュニケーションを実現するための方法としては、限定

的な匿名性が有効であることも示すことができる。 
 

9. 結論  

	 本論文では、社内コミュニケーションにおいて「発言

のしづらさ」などのヒューマン・コミュニケーションロ

スの要因を明らかにし、その解決策の提案を行った。ヒ

ューマン・コミュニケーションロスの要因として、役職

やオフィス政治によって形成されるヒエラルキーに着目

した。ヒューマン・コミュニケーションロスの解決方法

として、ヒエラルキー型コミュニケーションからフラッ

ト型コミュニケーションへの移行することが有効である

と仮定し、フラット型チャットツールの提案を行った。

フラット型チャットツールの有用性を検証するために比

較実験を行った。実験では、個人の発言回数の推移を計

測し、ツールに対する印象評価を行った。 
	 結論として、ヒエラルキー型コミュニケーションから

フラット型コミュニケーションへ移行することによって、

発言のしづらさの軽減することができるという結果を得

た。また、フラット型コミュニケーションを実現する要

素として、他者の従属情報を明らかにした限定的な匿名

性が有効であることが分かった。 

 

10. 課題と展望  

	 本研究では、発言のしづらさの改善に関しては良い結

果をもたらすことができたが、コミュニケーションの質

の観点では「匿名性が故に発言と発言との関係性を捉え

にくい」という回答があったことから課題が残る結果と

なった。提案したフラット型チャットツールでは、ハン

ドルネームなどを使用せずに無名でのコミュニケーショ

ンであったことが原因であると考えられる。 

	 展望として、上記で上げた課題を改善し、コミュニケ

ーションの質や意思決定プロセスなどの視点をより重視

したツールを提案していきたい。 
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